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序

岩手県には縄文時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地を有して

おり、平成10年度の岩手県教育委員会のまとめでは10,500箇所を超えております。

先人たちの残し、た文化財を保護し、保存していくことは私たち県民に課せられた

重大な責務であります。

一方、本調査の原因となりました盛岡南新都市開発整備事業を例にあげるまで

もなく、現代社会を豊かにし、快適な生活をおくるための地域開発もまた県民の

切実な願いであります。埋蔵文化財の保護・保存と地域開発事業という相容れな

い要素を持つ事業の調和のとれた施策が今日的な課題となっております。

当財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創設以来、埋蔵文

化財保護の立場にたって、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡について発掘調査を行い、その記録を残す処置を

とってまいりました。

本書は、盛岡市による盛岡南新都市開発整備事業に関連した、向中野館第 3次 。

小幅遺跡第10次調査の発掘調査結果をまとめたものであります。遺跡は、いずれ

も雫石川右岸の河岸段丘上に立地し、向中野館跡は、平安の集落跡及び中世の館

跡、小幅遺跡は平安の集落跡が確認されています。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理解

の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成に御協力と御援助を

賜りました盛岡市開発部盛南開発課や盛岡市教育委員会をはじめとする多くの関

係諸機関・関係各位に哀心より感謝申し上げます。

平成11年 12月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 船 越 昭 治
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1.本報告書は、岩手県盛岡市飯岡新田 2地割124-1ほ かに所在する向中野館跡第 3次および岩手県盛岡市

本宮字小幅88-1ほ かに所在する小幅遺跡第10次調査の発掘調査の結果を収録したものである。

2.本遺跡の岩手県遺跡登録台帳の遺跡番号と調査略号は次のとおりである。

向中野館跡第 3次調査 .L E26-0205。 OMN-9803

小幅遺跡第10次調査   L E16-2009・ OKH-98-10

3.本遺跡の調査は、盛岡南新都市土地区画整理事業に伴う緊急発掘調査である。調査は、岩手県教育委員

会事務局文化課の調整を経て、盛岡市の委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化簿センター

が実施した。

4.野外調査の期間と調査面積 。調査担当者は次のとおりである。

向中野館跡第 3次調査 発掘調査期間 平成10年 5月 19日 ～8月 7日

室内整理期間 平成10年 12月 1日 ～ 1月 31日

発掘調査面積 2,944m2

調査担 当者 溜 浩二郎・山口俊規

小幅遺跡第10次調査  発掘調査期間 平成10年 8月 17日 ～10月 6日

室内整理期間 平成11年 2月 1日 ～3月 31日

発掘調査面積 529m2

調査担 当者 溜 浩二郎・山口俊規

5,座標原点の測量および空中写真撮影は、次の機関に委託した。

座標原点の測量―――吉田測量設計

空中写真撮影一一一―東邦航空株式会社

6。 本報告書の執筆は溜 浩二郎が担当した。

7。 発掘調査において次の機関の協力を得た。

盛岡市開発部盛南開発課・盛岡市教育委員会

8.本遺跡の調査に関わる記録、遺物等の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。

9。 実測図の凡例は次頁に記載した。

口
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I.調査に至る経過
盛岡南新都市開発整備事業は、盛岡市がきたるべき21世紀に向けて、経済・文化などに対する各機能を兼

ね備えた北東北の拠点都市を目指して、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発し、

両者が有機的に結びついた軸状都市を形成するために策定された土地区画整備事業である。

この事業は、平成 2年 9月 に岩手県、盛岡市、都南村 (現盛岡市)の三者が、地域振興整備公団に対して

事業要請を行い、これを受けて公団は実施計画を作成した。平成 3年 12月 に建設大臣と国土庁長官から事業

の実施許可が下り、平成 3年度から平成17年度までの15年間を事業予定期間とし、面積313haを 対象とした

土地区画整備事業が実施されることとなった。

この間、事業の対象地域に係わる埋蔵文化財の取扱いについても協議が重ねられた。その結果、盛岡市教

育委員会が試掘調査を行い、本調査を必要とする範囲を確定し、本調査は財団法人岩手県文化振興事業団の

受託事業とすることとなった。

当遺跡については、岩手県教育委員会が盛岡市と協議の結果、平成10年度の事業とすることが確定し、岩

手県教育委員会と盛岡市と(財)岩手県文化振興事業団の両者に通知され、これを受けた両者は、平成10年 4

月 1日 に (財)岩手県文化振興事業国理事長と盛岡市長の間で委託契約を締結し、発掘調査を実施すること

となった。実際の発堀調査は向中野館跡第 3次調査が平成10年 5月 19日 に着手され、同年 8月 7日 に終了し、

小幅遺跡第10次調査が平成10年 8月 17日 に着手し、同年10月 6日 に終了した。

Ⅱ.遺跡の立地と環境
1.遺跡の立地と地形・地質

向中野館跡・小幅遺跡の所在する盛岡市は、岩手県のほぼ中央に位置し、北は岩手郡滝沢村・玉山村、

東は下閉伊郡岩泉町・川井村、南は紫波郡紫波町・稗貫郡大迫町、西は岩手郡雫石町に接する。近世南部

氏の城下町として発展し、現在は岩手県の県庁所在地で、面積489。 15km2、 人口約28万 3千人を有する、北

部太平洋側における中核都市であり、東北地方交通の大動脈である東日本旅客鉄道東北本線と国道 4号線

が地内を南北に縦貫し、」R田沢湖線と国道46号線が西の秋田県に通じている。市域の中央部を北上川が、

西から雫石川、東から中津川・築川を合わせて南流し、東西に迫る山々に挟まれた盛岡盆地を形成してお

り、盛岡市の市街地はこの盆地を中心に広がっている。北西には古来から「南部富士」「巖鷲山」と呼ば

れる岩手山(2040,5m)が コニーデ火山特有の裾野を東方に広げ、北東には姫神山(1124.5m)が、岩手山と

向き合うようにそびえている。また、南東には北上山地の最高峰、秀峰早池峰山(1913.5m)が定高性を示

す周囲の山塊からひときわ抜きん出た山稜を望ませている。また、大迫町および川井村との境にある毛無

森は標高1,437mでぁり、桐ノ木沢山・阿部館山など1,200m以上の山々が東境に連なり、区境峠を越えて

国道106号 と」R山田線が太平洋沿岸の宮古市方面に通じている。

北上川は、岩手・宮城の両県をまたがって流れ主流部の延長249km、流域面積10。 250kポ、支流数216を有

する東北地方最大の河川で、西側に連なる奥羽脊梁山脈と東側に広がる北上山地の間の低地帝を涵養し、

宮城県石巻湾に注いでいる。この流域は、盛岡市北部の四十四田峡谷と一関市狐禅寺峡谷を境にして上・

中・下流に分けられており、盛岡は中流域の上流部に当たる。

中流域の地形は、背後に控える山地構造の違いによって対象的な様相を呈している。新第三系および火
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山岩類を主体とする招曲山地である奥羽山脈は、各支流に多量の土砂を供給し、大小の扇状地が複合する

広い平野部を西岸に作り出している。これらの扇状地は更新世中・後期に形成されたもので、支流によっ

て解析されて段丘化している。これに対して老年期山地がその後の地殻変動によって隆起準平原化した北

上山地側では、山地に続く丘陵縁辺部に小規模な段丘と沖積地が観察されるにすぎない。

北上川流域の第四系および地形の研究を行っている中川久夫らは、中流域の段丘を上部から西根段丘、

村崎野段丘、金ヶ崎段丘に分類し、中流域北部ではこれらに相当するものとして高位の石鳥谷段丘、中位

の二枚橋段丘、低位の花巻段丘・都南段丘に区分している。向中野館跡・小幅遺跡の立地する飯岡新田・

本宮地区も雫石川の右岸に形成された沖積段丘上に位置している。

向中野館跡は、北緯39° 40'32″、東経141° 08′32″に、小幅遺跡は北緯39°41′06″、東経141° 07′ 36″に位置し、国

土地理院の 1:50,000の 地形図では「盛岡」 (NJ-54-13-14)の 図幅に含まれる。今回の調査区は東日

本旅客鉄道東北本線盛岡駅の南西2.4km付近で、雫石川によって形成された沖積段丘上に立地している。

標高は126m前後で、旧河床面からの比高は 6～ 6.5m、 現状は水田・畑地及び宅地である。なお、延暦22年

(803年 )坂上田村麻昌によって造営された志波城も同地形面に立地している。両遺跡が載る沖積面は雫石

川の度重なる氾濫を受けており、旧河道や自然堤防が入り組む様子が地形図上でも、水田の区割り等から

明確に読みとるができる。

2.周辺の遺跡

平成10年 4月 の岩手県教育委員会のまとめでは盛岡市内には508ケ 所の遺跡が登録されている。第 4図

では本遺跡の所在する本宮・飯岡新田周辺を中心に遺跡の紹介をする。

本遺跡の載る雫石川右岸と左岸では対称的な様相を呈している。左岸の台地上には大館遺跡群をはじめ

とした縄文時代の遺跡が数多く知られている一方で、右岸の沖積段丘面上には志波城跡や今回調査した小

幅遺跡の周辺にある大官北遺跡や鬼柳A遺跡、向中野館跡周辺には台太郎遺跡など奈良～平安期の遺跡が

数多く分布している。

〈引用・参考文献〉

岩手県企画開発室 (1974)『北上川系開発地域土地分類基本調査一日詰―』

岩手県文化振興事業団 (1994)F/1ヽ 幅第 2次発掘調査報告書』

⑪岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書第244集

岩手県文化振興事業団 (1995)F/1ヽ 幅第 4次発掘調査報告書』

醐岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書第265集

岩手県文化振興事業団 (1998)『大宮北 。本宮熊堂A遺跡発掘調査報告書』

醐岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第281集
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周辺の遺跡一覧表

NO 遺 跡 名 疱ヨ  房U 時  代 遺 構 遺 物

1 田面野木 散布地 縄文 /古代 土 器

2 猪去八中騨宮 城館跡 中 世 研]、  享Б
3 上猪去 集落跡 縄文/古代 縄文土器、土師器、土坑 、掘立柱建物跡

細 田 散布地 平 安 土師器

5 松 ノ木 集落跡 平 安 土師器

八 ツ 回 散布地 古代 土師器、住居跡

7 ノK、ヨとト 集落跡 古 代 土師器、住居跡、土坑

大田蝦夷森古墳辞 古  墳 奈 良 土師器、刀、玉、和同開赤

館 集落跡 平 安 土師器、住居跡、城館跡、堀 、土塁

上野屋敷 散布地 古 代 土師器

文田中 集落跡 古代 土師器
/1ヽ 沼 集落跡 平 安 土師器、緑釉陶器、住居跡

13 一本木 集落跡 平 安 土師器、住居跡

五兵衛新田 集落跡 古代 土師器

天 沼 集落跡 古 代 土師器

竹 鼻 集落跡 古代 土師器

17 志波城 城柵跡 平 安 土器、掘立柱建物跡、門跡、築地、大溝

田 貝 集落跡 古 代 土師器、住居跡

竹花前 集落跡 平 安 土師器、緑釉陶器、住居跡

新堰端 城柵跡 縄文/古代 土器 併亀文晩期 )、 古代 :住居跡、土師器、土坑 、大溝
石 仏 集落跡 古 代 土師器

田 中 散布地 平安 土師器

ガ朔卜山奇 集落跡 平 安 土器、掘立柱建物跡

河ヽ 十幅 集落跡 平 安 土器、住居跡、掘立柱建物跡/報告遺跡
大 富 集落跡 古代 土師器

大宮北 集落跡 半 霧 住居跡、土師器/H8年 調査
鬼柳 A 散布地 古代 土師器/H9年 調査
/1ヽメ昧 集落跡 古代 土師器

水 F日 集落跡 古 代 土師器

上越場 A 集落跡 古代 土師器

宮 沢 散布地 平安 土師器片/H8年 調査
本宮熊堂 A 集落跡 縄 文 縄文土器 (後・晩期 )/H8年 調査
本宮熊堂 B 集落跡 古 代 土師器/H5。 H9年 調査
鬼 llJ口 B 集落跡 古代 土師器

稲 荷 集落跡 古 代 土師器

鬼柳 C 集落跡 古代 土師器

野古 A 集落跡 古代 土師器/H9年 調査
野古 B 散布地 古 代 土師器

台太郎 集落跡 古代/平安 土師器、住居跡、溝跡/H9,10年 度調査
上 平 集落跡 縄文 /古代 土器、 (中 ～晩期 )、 土師器、住居跡

坊

`ツ

軍会官 城館跡 縄文/古代 土器、土坑、住居跡、掘立柱建物跡

蟹沢下 散布地 古代 土師器
ニ ッ沢 散布地 縄文 /古代 土師器

/1ヽ不日E]会官 城館跡 中世 坊]、 享Ь
蟹沢 散布地 縄文/古代 縄文土器、土師器
ヘ ビ堂 散布地 縄文/古代 縄文土器、土師器

オ ミ坂 散布地 縄文/古代 縄文土器 (早～晩期 )、 土師器

大ケ森 散布地 縄文/古代 縄文土器、土師器

辻屋敷 集落跡 古 代 土師器

西田 A 集落跡 古 代 土師器

上越場 B 集落跡 古代 土師器

西 田 B 集落跡 古 代 土師器、須恵器

前 田 集落跡 古 代 土師器

向中野館 城館跡 平安/中世 堀、住居跡、土師器、須恵器/報告遺跡
細谷地 集落跡 古 代 土師器

言]布コ】ヒ 集落跡 縄文/首代 縄文土器、土師器、住居跡

向中野幅 集落跡 古代 土師器

飯 岡沢 田 集落跡 古 代 住居跡

飯 岡才川 集落跡 古 代 陥 し穴、土坑、溝/H10年調査
中ホす 散布地 平安 土師器、須恵器

月見山 散布地 縄文/古代 土 器

山 中 散布地 縄文/古代 土器 (早・中期 )、 土師器
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NO 遺 跡 名 れ三  房」 時  代 遺 構 堂還 物

飯 岡館 城館跡 中世 堀 、縄文土器 (中期 )

堤 散布地 縄文/古代 縄文土器、土師器

高館古墳群 古  墳 奔 臣 ～ 平安蕨手刀、切小玉、土師器

藤島Ⅱ 散布地 平安 ? 土師器

高 館 散布地 縄 文 土器 (中期 )、 石器

大lJ,I 集落跡 古 代 土師器、須恵器

大柳 Ⅱ 散布地 古代 ? 土師器 ?

会官里予塙i 散布地 縄 文 土器 (後期 )

飯 岡山館 城館跡 中世

飯岡赤坂 散布地 古代

いたこ塚 男鷺昴司膨小 近 世

赤坂 Ⅱ 散布地 平安 ? 土師器

可可り身食宮 城館跡 中世 空堀

羽場百 目木 散布地 縄 文 土器 (中期 )

砂子塚 散布地 古代 小塚

アイノ沢 散布地 縄 文 土器 (晩期 )

囚幡 散布地 縄文/古代 縄文土器、土師器

木節 集落跡 平安

福千代 集落跡 奈 良

二 又 散布地 古 代 土師器、須恵器

7]ホ寸 集落跡 平安 土師器、常滑

中屋敷 散布地 古 代 土師器

藤島 I 集落跡 縄文/古代 縄文土器、土師器

深淵 I 集落跡 平安 住居跡

高屋敷 散布地 古 代 須恵器

法嶺権現塚 夕【万司D小

飯 岡林崎 I 集落跡 古代 土師器、須恵器、硯、住居跡

飯 岡オ本山奇Ⅱ 集落跡 平 安 土師器

上新田 集落跡 平安 土師器、住居跡

深淵 Ⅱ 集落跡 平 安 住居跡

上新 田 正 集落跡 平 安 住居跡

下久根 I 散布地 縄文/古代 縄文土器、土師器

石 持 散布地 古 代 土師器、須恵器

高屋敷 Ⅱ 散布地 平 安 土師器、須恵器

西 集落跡 平安 土師器、住居跡

西 田 集落跡 平 安 須恵器

下久根 Ⅱ 散布地 縄文/古代 縄文土器

貪鷺Jと I 集落跡 縄文/古代 縄文土器、石器、土師器、住居跡

松 島 集落跡 古 代 土師器、須恵器

102 熊堂Ⅲ 集落跡 平 安 土師器、須恵器、住居跡

貪鷺璧二Ⅱ 集落跡 平安 土師器、須恵器、住居跡

田 中 集落跡 平 安 土師器、須恵器、石器

南谷地 集落跡 平安 土師器、須恵器、住居跡

夕覚 散布地 古代 土師器
107 横 屋 集落跡 古 代 土師器、須恵器

葛 本 散布地 古代 土師器、石器

新井 田 I 散布地 古代 土師器、須恵器
0 新井 田 Ⅱ 散布地 古 代 土師器、須恵器

1 新 田 集落跡 平安 土師器、須恵器
2 間渡 I 散布地 古 代 土師器
3 下羽場 集落跡 平 安 土師器、須恵器、緑釉陶器

4 下湯沢 散布地 古代 土師器、須恵器
5 大 島 散布地 古 代 土師器、須恵器

6 湯 壺 散布地 縄 文 土器 (晩期 )、 石器

7 湯壺経塚 経  塚 中世 中世、常滑
1 8 後 島 散布地 縄 文 土器、石器

9 湯 沢 散布地 縄 文 土器 (前 。中・後期 )、 石器

島 墳  墓 不 明 /1ヽ 1家

4ヽ田 I 散布地 古 代 土師器

122 間渡 Ⅱ 散布地 古 代 土師器、須恵器

123 間渡 Ⅲ 散布地 古代 土師器、須恵器

森 子 散布地 古 代 土師器

125 矢盛 集落跡 古 代 土師器、住居跡 、墓娠/H4年 調査
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Ⅲ.野外調査と整理方法
1.野外調査

(1)グ リッドの設定

。向中野館跡

向中野館跡第 3次調査のグリッド設定にあたっては基準点測量を委託し、公共座標軸を利用して調査

区範囲内の長軸線上に載るように中央に基準点 1、 西側に基準点 2を設置した。座標値は以下のとおり

である。

基 1(X=-35,950.000 Y=26,500,000)

基 2(X=-35,950.000 Y=26,470.000)

基 1から西に50m、 北に50mの地点を任意の座標原点とし、これを基に 1升50m× 50mの大グリッド

を設定し、東方向へはアルファベットのA、 Bを南方向へは I、 コを与え、 IA、 ⅡBと いうように表

示した。小グリッドは大グリンドを5× 5mの 100升 に区害Jし、北西隅を基点に、東方向へは a～ j、

南方向へは 1～ 10をつけて la、 10,と いうような設定にした。遺構外出上の遺物にはこの調査区名を

使用し、 IAla、 コB10,の ようなグリッド名をつけて、取り上げた。
・小幅遺跡

小幅遺跡第10次調査のグリッドの設定にあたっては盛岡市教育委員会の方針に準じた。平面直角座標

第X系 を座標変換 した調査座標で表示 した。大宮地区の調査座標原点はX=-35,000.000、 Y=十

25,000.000である。50mの大グリッドは北西隅を基点に、東方向へはアルファベットの大文字でAA～

YY(YYか ら東へはA、 B・ ・・)・ 南方向へは算用数字で 1～ 25と なり、これを組み合わせて lA
A、 2BB・ ・・25Y Yと いうように示される。小グリッドは大グリッドを2× 2mに区割し、北西隅

を基点に、東方向へは a～ y、 南方向へは 1～ 25を つけて la,25yと ぃぅょうな設定にした。平面図

の作成にあたっては調査原点のX=-35,000.000、 Y=+25,000,000を 基点としてRY± 0。 RX± 0

と表現し、この調査原点を中心にして北方向へはRX+・ 南方向へはRX― 、西方向へはRY―・東方

向へはRY十 と表記している。

(2)粗掘り

本調査に先立って盛岡市教育委員会が行った試掘調査によって今回の調査対象面積の約40%の部分に

ついては遺構の粗密や層序・遺物の状況がある程度把握されていた。また小幅遺跡に関しては、隣接し

た西側を盛岡市教育委員会が調査を行なっており、その成果によって今回調査対象となっている区域の

遺構・遺物に関する状況がある程度把握されていた。さらに試掘の入らない所には人力によるトレンチ

を設定して、細部の状況を確認した。これにより遺構が検出するレベルまで遺物が少ないこともあり、

重機によって、表土を除去し、その後人力による遺構検出を行つた。

(3)遺構の命名

検出された遺構の命名については盛岡市教育委員会の方法に準じており、下記の名称を用いた。各種

遺構番号は、向中野館跡は新規で01か ら、小幅遺跡第10,11次調査は当初第 8次・第 9次調査として行

われたため第 7次調査からの通しで下記のとおりの番号を付した。

竪穴住居跡 R A019～  掘立柱建物跡 RB 015～  土坑類 (陥 し穴状遺構含む)R D227～
竪穴状遺構 RE   炉・焼土遺構 RF 013～  溝跡 R G087～  その他 R Z017～

―- 10 -―



(4)遺構の精査と実測・遺物の取り上げ

検出された遺構は、竪穴住居跡 。竪穴状遺構は4分法で精査を実施し、遺構の平面図 。断面図は20分

の 1の縮尺で実測を行った。一部藍穴住居跡のカマド・炉の平面・断面については10分の 1で実測して

いる。溝跡や堀跡については平板測量で40分の 1の平面図を作成した。なお断面図は20分の 1である。

その他の遺構については2分法で精査を実施し、基本的には平面図・断面図ともに20分の 1の縮尺で実

測したが、例外的に10分の 1で実測を行つた遺構もある。遺構内出土の遺物については、坦土土層に基

づいて取り上げ、必要に応じて写真撮影 。図面作成後に取り上げた。遺構外出土の遺物については、前

述のとおり、調査区ごとに出上した層位を記して取り上げた。

(5)写真撮影

野タト調査での写真撮影は、6× 7cm判 カメラ(モ ノクロ)を 1台、35mm判 カメラ (モ ノクロ、カラー・

リバーサル)を 2台、この他にポラロイドカメラ 1台 をメモ的な用途として使用した。撮影に当たって

は、撮影状況を記した「撮影カード」を事前に写し、整理時の混乱を防止した。また、調査終了にあた

り調査現場の航空写真撮影を実施している。

2.室内整理

(1)作業手順

遺構については調査現場で作成した実測図の点検、合成、第 2原図の作成、 トレース図版作成の順に進

めた。遺物については、接合・復原を行った後、仕分け・登録と併行して実測図の作成、 トレース、写

真撮影、図版作成を順に進めた。また、これらの作業と併行して原稿執筆をした。

(2)遺構

遺構図面の縮尺は竪穴住居跡・藍穴状遺構については平面図・断面図ともに50分の 1、 カマドの各部

断面図は25分の 1、溝状遺構・堀跡は平面図100分の 1、 断面図40分の 1、上坑・陥し穴状遺構は平面図・

断面図ともに50分の 1を 原則として掲載したが、遺構の規模によつて一部変更もあり、図面にはそれぞ

れスケール・縮尺率を付した。遺構写真の縮尺については不定である。

(3)遺物

土器の実測図は原則として、反転実測が可能なものに限ったが、一部平面実浪1を行ったものもある。

遺物写真の縮尺については実測図版に準じている。遺物の実測図に付している番号は遺物写真図版に付

した番号と同一である。拓本図版・写真図版掲載遺物の縮尺率は下記の通りである。

土器・陶磁器・木片・・・1/3 大型の土器・・・1/4 石器・土製品・古銭・・・1/2

図版中の土器はP、 礫は S、 木片はWと 表している。
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Ⅳ.向中野館豚第 3次調査

所  在  地

委  託  者

事  業  名
発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

盛岡市飯岡新田 2地害!124-1ほか

盛岡市

盛岡南新都市土地区画整理

平成10年 5月 21日 ～ 8月 31日

2,944m2

2,944m2

L E26-0205。 OMN-98-03

溜 浩二郎・山口俊規

盛岡市教育委員会
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1.遺跡の立地

向中野館遺跡は東日本旅客鉄道仙北町駅から南西に約1.3kmに 位置し、雫石川によって形成された標高

126m前後の河岸段丘上に立地している。調査区の現況は水田および畑地である。本遺跡の西約 l kmに 国指

定史跡の志波城跡、北100mに奈良 。平安期の集落跡の台太郎遺跡がある。

2.基本土層

本遺跡は開田時の削平による影響もあって、南側は旧耕作下にある遺構 。遺物の包含層が旧耕作土を除

去するとほとんど残存せず、北側ほど残存状態が良好であるため IA5iグ リッドに深掘りをかけ、これ
の北面を基本土層とした。

0-

第 I層 :10YR2/2黒褐色土 粘性なし 固くしまる

第Ⅱ層 :10YR2/3黒褐色土 粘性なし 固くしまる

第Ⅲ層 :10YR2/1黒色土 粘性ややあり しまりや

やあり 遺構検出面である。
第Ⅳ層 :10YR3/4暗褐色土 粘性あり しまりあり

第V層 :10YR5/4にぶい責褐色土 粘性ややあり
しまりあり

第Ⅵ層 :10YR5/4にぶい責褐色±90%、 10YR6/4黄

褐色±10%の混合土層 粘性あり しまりあり

第Ⅶ層 :10YR4/2灰責褐色土 粘性あり しまりあり

トーー  L=122600m  ――引

3.検出された遺構
第 1図 基本土層R A01 竪穴住居跡

遺構 (第 3図・写真図版 3)

く検出状況 。重複関係〉 IBグ リッドの南東隅に位置する。第Ⅲ層で検出した。

(形状・規模〉形状は方形状で規模は366× 406cm、 総床面積は約14.85m2、 主軸方向はS-35° 一Eである。

〈埋土〉自然堆積を呈し、全体が粘土質の黒色上で構成され、検出面から床面までの深さは16～ 28cmで

ある。

(壁・床〉壁面は緩く内湾して立ち上がる。床面は平坦であるが小礫による凸凹がある。一面に炭化物が

広がる。柱穴はない。

(カマ ド〉西壁のほぼ中央に位置する。残存状況は良好であり、袖部には地山土を用いている。煙道部の

長さは100cm、 煙出し部は径25cmの 円形を呈している。燃焼部の焼成痕は残存が悪く、炭化物は燃焼部

付近から周囲へと拡散している。

遺物 (第 19図・写真図版20)

〈出土状況〉1。 2は共に酸化炎焼成による土器で 1はカマド内からの出上で甕の回縁～胴部破片、2は埋土

より出土したロクロ成形の郭で表面は磨耗が激しく、底部の切り離し技法は不明である。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。

- 14 -



基 1(X=-35,950,000 Y=26,500,000)

基 2(X=-35,950,000Y=26,470,000)

向中野館追跡
第 3次調査区

0                      20m

第 2図 遺構配置図
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R A02 竪穴住居跡

遺構 (第 4図・写真図版 4)

(検出状況・重複関係〉 IB区の南西に位置する。第Ⅲ層で検出し、重複している遺構はない。

(形状 。規模〉ほぼ正方形に近い形状で、規模は338X364cm、 総床面積は約12.30ポである。主軸方向は

N-9°―Eである。

(埋土〉自然堆積を呈し、上～中位は黒褐色土、下位は黒色土による構成であると検出面から床面までの

深さは16～ 34cmである。

く壁〉壁面は内湾して立ち上がる。

〈床面〉床面はほぼ平坦で西側の一部が窪んでいる。 (カ マド〉なし

くその他〉床面北端に焼土遺構が確認された。焼土粒は含むが、 2次堆積の遺構と思われる。

遺物 (第19図・写真図版20)

く出土状況〉3・ 41ま酸化炎焼成の内面に黒色処理を施した郭である。いずれも底部の切り離し技法は回転

糸切りである。 5は還元炎焼成の奏で胴部下～底部の破片で成形は非ロクロである。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。

十凄弱p∞

岸_   に121,100m  」
~ミ
===工 =夢

て こ こ 万
~s_1/25

第 4図  RA02

電    。sP

sP SttS
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R A03 竪穴住居跡

遺構 (第 5図・写真図版 5)

(検出状況 。重複関係〉ⅡB区北隅に位置する。第Ⅲ層で検出し、重複している遺構はない。

(形状・規模〉ほぼ正方形に近い形状で、規模は296× 310cm、 総床面積は約9。 17ポである。主軸方向は

W-33°一Nである。

(埋土〉上位は黒褐色土、中～下位は黒色上で構成され、検出面から床面までの深さは 4～ 8cmである。

(壁・床面〉壁は内湾ぎみに立ち上がり、床面は凸凹である。

(カ マド〉西壁の中央部に設けられ、住居跡全体が大きな削平を受けているにしては、残存状態は良い。

煙道部の長さは約100cm、 煙出し部径は15cmで 、煙出し部に近いほど深くなっている。燃焼部の燃焼痕

は明確ではなく、奏を逆さに置いて支脚として用いている。

遺物 (第19図・写真図版20)

く出土状況〉 6～ 8。 12は酸化炎焼成の杯で 6。 12の 内面には黒色処理が施されている。 8は底部の切り

離し後にナデによる再調整が加えられている。10。 11は還元炎焼成の甕の口縁部で、11は カマド袖部か

らの出土である。 9は カマドの支脚として使用された土師器奏である。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。

+X―岬“

TC

L‐121,300r  S‐ 1/25  当

第 5図  RA03
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R A04 竪穴住居跡 .

遺構 (第 6図・写真図版 6)

く検出状況・重複関係〉ⅡB区の北側に位置する。第Ⅲ層で検出した。

(形状・規模〉形状は正方形で規模は330× 332cmである。総床面積は約10。 95m2で ぁる。主軸方向はN―

30°一Eである。

(埋土〉全体が黒色上で構成されている。検出面から床面までの深さは 2～ 9cmである。

(壁・床〉壁面はタト傾して立ち上がる。床面は緩い凸凹があり、小礫が剥きだしになっている。

くカマ ド〉カマドは北西壁の中央よりやや左側の位置に設けられ、煙道部の長さは約80cm,煙 出し部径

は49cmで煙出し部に向かって深くなっている。袖部は地山をそのまま利用して、袖とし、燃焼部に明

確な焼土痕は無い。支脚には日縁部の破損した甕を逆さに置いて用いている。

遺物 (第 19。 20図・写真図版21)

く出土状況〉13は床面直上、14は埋土中からの出上でいずれも酸化炎焼成の甕である。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。
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R A05 竪穴住居跡

遺構 (第 7図・写真図版 7)

く検出状況・重複関係〉ⅡB区の北西隅に位置する。R G02、 R G05と重複し、これらより古い。

(形状・規模〉正方形に近い形状を呈し、規模は278× 306cm、 総床面積は約8,50cmで ある。主軸方向は

N-15°一Wである。

(埋土〉全体が粘土質の黒色上で構成されている。検出面から床面までの深さは4～ 7cmである。

(壁〉壁は緩く外傾して立ち上がるが残存値が少ないため不明確である。

(床面〉床面は平坦で緩い凸凹がある。貼り床はない。

くカマ ド〉北壁の中央よりやや右側に設けられ、煙道部の長さは115cmで 、袖は残存しない。燃焼部中心

に境乱があり、明確な燃焼痕は見受けられなかった。

遺物 (第20図・写真図版21)

く出土状況〉15は床面直上、16は埋土からの出土でいずれも酸化炎焼成の郭である。16は 内黒処理が施さ

れている。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。

可
一 X‐‐35,955

D      い
'21,900勾

第 7図
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R A07 竪穴住居跡

遺構 (第 8図 。写真図版 8)

〈検出状況・重複関係〉 IA区中央に位置する。R G07と重複しておりこれより古い時期に属する。

(形状・規模〉重複によって過半が削平されているため全体の規模は不明であるが一辺390cm前後の方形

状の遺構と推定される。

(埋土〉自然堆積を呈し、上～中位は黒～黒褐色土、下位は褐色上で構成されている。検出面から床面ま

での深さは25～32cmである。

(壁〉壁は緩く内湾ぎみに立ち上がる。削平のため西壁は残存しない。

(床面〉床面は平坦で貼 り床はない。 (カ マド〉なし。

遺物 (第21図・写真図版21)

(出土状況〉17・ 18と もに床面直上からの出土で17は還元炎焼成の杯で底面の切り離しは回転糸切りの技

法である。18は酸化炎焼成の甕で表面はハケメ、内面にはナデの調整が施されている。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。

十 X…印お

第 3図  RA07

R A08 竪穴住居跡

遺構 (第 9図・写真図版 9)

く検出状況 。重複関係〉ⅢB区北側に位置する。第Ⅲ層下で検出された。R A10と重複し、これより古い。

(形状・規模〉形状は正方形で規模は315× 348cm、 総床面積は約10。 96m2で ぁる。主軸方向はS-37°一

Eである。

―- 22 -―



(埋土〉全体が黒色土で、下位に一部黒褐色上を含む。検出面から床面までの深さは 3～ 7 cmである。

(壁〉壁は緩く内湾ぎみに立ち上がるが、残存値は僅かである。

(床面〉床面は平坦であるが、床面は剥きだしになっている礫で大小の凸凹がある。柱穴状の遺構がカマ

ドよりで 1基検出されたが詳細は不明である。

(カマ ド〉北東壁と南東壁間の隅に構築され、袖部は地山土をそのまま利用しており、煙道部は、途中で

RA10に切られている。燃焼部には燃焼痕が無く、煙道部同様、炭化物が微量散在する。カマド左袖部

には土器片があり、補強に使われた芯材であった可能性がある。

遺物 (第21図・写真図版21)

(出土状況〉19・ 20と もにカマドの覆土から出土した。19は還元炎焼成の郭で底面の切り離しは回転糸切

りの技法である。20は酸化炎焼成の甕で成形はロクロ、底面の切り離し技法は回転糸切りである。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。

R A09 竪穴住居跡

遺構 (第10図・写真図版10)

〈検出状況 。重複関係〉 IA区の中央やや南側に位置し、第Ⅳ層で検出した。重複している遺構はない。

(形状・規模〉正方形に近い形状を呈し、規模は592× 629cm、 総床面積は約37.23m2、 主軸方向はW-4°

一Nである。

(埋土〉削平の影響で床面での検出状況であつたので観察可能なほどの埋土はない。検出面から床面まで

の深さは 0～ l cm弱である。

(壁〉削平のため残存しない。

(床面〉床面は平坦で 4カ 所に柱穴がある。

(カマ ド〉西壁の中央部に設けられており、煙道部の長さは160cm、 煙出し部の径は56cm、 煙出し部の深

さは47cmである。煙道～煙出し部の埋土には礫が多く含まれている。燃焼部の範囲は42× 36cmで ある。

焼上の厚さは 8cmである。

遺物 (第21図・写真図版22)

く出土状況〉21～23はいずれも住居の覆土から出土した酸化炎焼成の杯で成形はロクロである。24～ 26は

酸化炎焼成の奏で24は内黒処理が施されている。25。 26はカマド煙道部からの出土で調整は両面ナデが

施されている。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。

R A10 竪穴住居跡

遺構 (第 9図・写真図版11)

(検出状況・重複関係〉ⅡB区の中央やや北側に位置する。第Ⅳ層で検出された。R A08と重複し、これ

より新しい時期に属している。

(形状 。規模〉形状は隅丸の正方形で、規模は278× 268cm、 床総面積は7.45m2でぁる。主軸方向はW―

9°一Nである。

く埋土〉削平による影響で埋土はほとんど残存しないが上位は黒褐色土、中～下位は黒色上で構成されて

いる。検出面から床面までの深さは 0～ 4cmで ある。
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く壁〉壁は外傾して立ち上がり、壁の残存値は少ない。

(床面〉床面は剥きだしになった礫で小さな凹凸がある。

(カ マ ド〉西壁の中央部に設けられ、煙道部の長さは約100cmで煙出し部に向かって深くなっている。煙出

し部の径は36cm、 深さは22cmで ある。燃焼部範囲は62× 48cmであるが焼上自体の残存状態は良くない。

遺物 (第22図・写真図版22)

く出土状況〉27・ 28はいずれも住居の覆土から出上した。27は酸化炎焼成の郭で成形はロクロである。28は

酸化炎焼成の甕の胴部下～底部で調整は表がケズリ、裏がナデである。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。

S‐1/25

第10図  RA09
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R A12 竪穴住居跡

遺構 (第11図・写真図版12)

〈検出状況・重複関係〉ⅡA区北隅に位置する。重複している遺構はない。

(形状・規模〉北面はR G08に 切られ、消滅しているが形状は方形と推測される。残存する南壁の長さは

515cmで ある。主軸方向はW-1°―Sである。

(埋土〉自然堆積で埋上の大半は暗～黒褐色土で下位はにぶい黄褐色土で構成されている。検出面から床

面までの深さは10～ 16cmで ある。

(壁〉壁は外反して立ち上がる。

(床面〉床面は平坦で貼 り床はないと中央付近に柱穴状の小土坑がある。

(カ マド〉西壁に設けられ、煙道部は削平のためすべてではないが残存値は129cm、 燃焼部の範囲は48×

28chで ある。袖は黒色土を固めて作られている。

遺物 (第22図 。写真図版22)

く出土遺物〉29はカマド付近からの出土で還元炎焼成の杯で成形はロクロで回唇部付近は低温で焼かれて

いる。30は酸化炎焼成の郭で内黒処理が施されている。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。

Y=26.500

+ X=-35,950

0        1:50       2m

第11図 RA12

Y=26.500

+ X=-35,955
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R D01～ 09 上坑・陥し穴状遺構

土坑類は 9基を登録した。このうち 2基は形態から陥し穴状遺構であり、調査区のほぼ全域に分布する。

陥し穴状遺構 (R D08・ 09)は周囲から縄文土器や石器が出土していることから縄文時代に属する遺構と考

えられる。他ではR D03～ R D05が平安時代に属する。以下、詳細は下記の表のとおりである。

土坑 。陥し穴状遺構観察表

遺構名 位  置 形状 規 模 深 さ 埋 土

R D01 IB9b 円 形 148× 140
自然堆積を呈 し、中央部に黒褐色土、他は黒色上による構

成である。

R D02 ⅡBld 楕円形 176〉(150 自然堆積を呈 し、 3層の黒色土によつて構成されている。

R D03 EA2i 不整形 200× 166
自然堆積を呈 し、上位は黒色上、中～下位は黒褐色上によ

る構成である。

R D04 llA 2 i 楕円形 98× 91
自然堆積を呈 し、上～中位は黒褐色土、下位は黒色土によ

る構成である。

R D05 IBld 299× 218 全体が 4層 に分かれる黒色土による構成である。

R D06 IB6b 不整形 232× 189
自然堆積を呈 し、上位は黒色土、中～下位は黒褐色土、最

下部に褐灰色土が堆積

R D07 正A10 〕 楕円形 246× 135
自然堆積を呈 し、上、下位には黒色土、中位は黒褐色土に

よる構成である。

R D08 IB7a 溝 状 251× 43 自然堆積を呈し、2層に分かれる黒色土による構成である。

R D09 IA8j 溝 状 172× 31 自然堆積を呈 し、上～中位には黒色土、下位は明褐色上に

よる構成である。

*単位はいずれもcmである。

- 27 -―
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R E01 竪穴状遺構

遺構 (第 15図・写真図版15)

(位置〉ⅡA4gグ リッドに位置し、R G06に 隣接する。第Ⅳ層で検出し、重複遺構はない。
(規模 。平面形〉形状は長方形を呈し、規模は435× 591cmで ある。

(埋土〉上位はにぶい黄褐色上、中位は明褐色土、下位は黒色土、にぶい黄橙色土で構成されている。

(壁・床〉壁は緩い立ち上がりで、床面は波を打つように起伏があり、場所による高低差がある。

遺物なし。

時期 埋土状況から中世以降の遺構と考えられる。
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R G01 溝状遺構

遺構 (第16図 。写真図版16)

(位置 。重複関係〉ⅡB区北半に位置する。 R G03、 R G04と重複し、R G03に切られる。

く規模・形態 。方向〉規模は上端幅150～ 110cm、 下端幅120～ 60cm、 埋土の深さは 5～ 17cm、 両端の高

低差は26.4cmで、金長は40mに わたって検出された。断面形は緩いU字状を呈する。方向はほぼ北東

―南西で、R A04と平行して流れ南西端で重複し、北東端は消滅する。

(埋土〉黒色土の単層である。

遺物 (第23図・写真図版23)

(出土状況〉42～47はいずれも埋土上～中位からの出土で、42は酸化炎焼成の甕の破片で成形はロクロで

ある。43～46は遠元炎焼成の甕で43は ロクロ成形で、器面の調整は46が片面、44は両面に叩き目痕が残

る。45は ロクロ成形の郭で底部の切り離し技法は回転糸切りである。

時期 平安時代と考えられる。

R G02 溝状遺構

造構 (第16図 )

く位置 。重複関係〉ⅡB区北西に位置し、R G03、 R G05と 重複し、R G03に切られ、R G05を 切る。

〈規模・形態・方向〉規模は上端幅130～ 70cm、 下端幅90～ 50cm、 埋土の深さは 4～ 18cm、 両端の高低

―- 30 -―



差は21。 91cmで、全長は約25mにわたって検出された。断面形は緩いU字状を呈する。方向はほぼ東北

東―南西で、R G05と平行に延び、R G03に切られた部分で曖味になっている。

(埋土〉自然堆積を呈し、上～中位は黒褐色土、下位は黒色土で構成されている。

遺物 (第24図・写真図版23)

く出土状況〉48・ 49は埋土中から出土したロクロ成形の郭である。48は内黒処理が施されている。

時期 出土遺物から平安時代の可能性がある。

R G03 溝状遺構

遺構 (第16図・写真図版16)

(位置・重複関係〉ⅡB区北半に位置し、R G01、 R G02、 R G05と 重複し、これらを切る。

(規模・形態・方向〉規模は上端幅140～ 70cm、 下端幅100～ 40cm、 埋土の深さ13～ 26cm、 両端全長は約

27.8mにわたって検出された。断面形は逆台形状を呈する。方向はほぼ北―南で遺跡内のすべての遺構

を切る。

(埋土〉黒褐色土の単層である。

遺物 (第24図・写真図版24)

〈出土状況〉50～ 60はいずれも埋土からの出上で、51・ 52は還元炎焼成の甕の破片で成形はロクロである。

53～ 60は近世の磁器片で53の底面には『太明年製』の字が書かれている。

時期 出土遺物から現代の遺構と考えられる。

R G04 溝状遺構

遺構 (第16図・写真図版16)

く位置 。重複関係〉ⅡB区北半に位置し、R G01と重複するが新旧関係は定かではない。

(規模・形態・方向〉規模は上端幅50～ 40cm、 下端幅40～ 12cm、 埋土の深さ5～ 10cm、 両端の高低差は

1.3cmで 、金長は約12mに わたって検出された。断面形はU字状を呈する。方向はほぼ南西―北東でR

A01と 平行して流れ、南西端はR G01と重複のため曖味になり、北東端は削平の影響で消滅する。

く埋土〉自然堆積を呈し、 2層の黒色土層の堆積となっている。

遺物 (第25図・写真図版24)

く出土状況〉61・ 62はいずれも埋土からの出土で、61は還元炎焼成の甕の破片で表面に叩き目痕がある。

62は酸化炎焼成の甕の破片で成形はロクロである。

時期 不明である。

R G05 溝状遺構

遺構 (第16図 )

く位置 。重複関係〉ⅡB区北西に位置し、R G02、 R G07と 重複し、これに切られる。

く規模・形態 。方向〉規模は上端幅75～ 58cm、 下端幅55～ 38cm、埋上の深さ2～ 8cm、 両端の高低差は

3.3cmで、全長は約11.5mにわたって検出された。断面形は緩いU字状を呈する。方向はほぼ西―東で

途中、R G02の削平をうける。

(埋土〉黒褐色上の単層である。

遺物 (第25図・写真図版24)

―- 31 -―



〈出土状況〉63・ 64はいずれも埋土からの出土で、63は酸化炎焼成の甕の破片で非ロクロ成形で器面の調

整は表面がケズリ、裏面がナデである。64は古銭で『寛永通宝』で全体の劣化は激しく2/3の残存である。

時期 不明である。

R G06 堀跡

遺構 (第 17図、袋詰図版 。写真図版17・ 18)

(位置 。重複関係〉 IA、 ⅡA区にまたがり西側に位置する。R G08と 重複し、これを切る。

(規模・形態 。方向〉規模は上端幅11.2～ 4.5m、 下端幅5。 1～ 3.3m、 最深部100cmで、全長は71mにわたっ

て検出された。断面形は逆台形状を呈する。方向は北―南で両端いずれも調査区外へと延びる。

(埋土〉全体が黒色～黒褐色上の多層で最下部に灰色土が堆積する。

遺物 (第25図・写真図版24)

(出土状況〉65・ 66はいずれもB― B'断面の埋±7層 と8層の境から出土した木製品の破片である。

時期 中世の遺構と考えられる。

R G07 堀跡

遺構 (第17図、袋詰図版 。写真図版19)

〈位置 。重複関係〉 IA区南半～HA区東部へと続く。R A12、 R G08と重複し、R A12を切る。R G08

との新旧関係は明確でない。

(規模・形態・方向〉規模は上端幅470～ 360cm、 下端幅320～ 240cm、 深さ95cmで、全長は50mにわたっ

て検出された。断面形は逆台形状を呈する。方向は北―南で北端は調査区タトヘと延び、南端は50m地点

で東へ折れ、さらに44mの地点で北へ折れる。これらはいずれも調査区外に跨っているため、全容が明

らかではなく、また、調査区周辺に巡る用水路の影響もあって不明瞭であり、R G07と 同一遺構となる

かは不明である。

(埋土〉埋土は全体的に多数の黒色土層の堆積によって構成され、一部中位に黒褐色土、下位に暗褐色土

が堆積している。

遺物 (第25図 。写真図版24)

く出土状況〉67は埋土より出土した還元炎焼成の甕の破片で成形はロクロである。

時期 中世の遺構と考えられる。

R G08 堀跡

遺構 (袋詰図版・写真図版19)

(位置・重複関係〉ⅡA、 HB区北半に位置し、R G06、 R G07と重複する。

(規模・形態・方向〉規模は上端幅590～ 400cm、 下端幅460～ 320cm、 深さは西端で52cm、全長は約70mに

わたつて検出された。方向は西―東で東端はR G06と交わる所を基点とし、そこから西へ4.8mの所で幅

約4mの土橋を残している。また東端から西へ20mの地点でR G07と 交わり、交点より東は幅が (上端幅

で460～ 320cm)狭 くなっており、時期の異なる遺構の可能性がある。

(埋土〉自然堆積で上位は黒色土と暗褐色土、中～下位は黒色土による構成である。

遺物 なし。
時期 中世の遺構と考えられる。
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R Z01 柱穴群

遺構 (第18図 )

〈位置〉調査区北半に散在する柱穴状土坑70基 を登録、記載した。

(配テU〉 70基のうち規貝U性のある配列をもつのはP67・ P57・ P56・ P69・ P51が柱間約 2m(P69。 P51

間は8m)の列を成している。

遺物 なし。

時期 明確に時期を知り得る資料はないが、周辺からの出土遺物により、近世以降の遺構であると考えら
ンとる。

柱穴観察表

PNO 径 (cm) 深さ(cm) 柱痕 備 考

l 52× 36 31.6

2 28× 22 34.7 有

3 30× 25 34.2

4 27× 25 18.6 有

5 19× 17 14.6

6 22× 21 15.2

7 25× 19 14.3 有

8 20× 18 11.3 有

9 34× 27 14.9 有

32× 27 11.1 有

23× 21 10.6 有

26× 21 18.4 有

29× 26 26.3 有

29× 25 32.3 有

38× 30 16.2 有

24× 22 14.2 有

19× 16

22× 18 14.0 有

29× 26 28.5 有

24× 21 12.7 有

24× 19

20× 18 11.5 有

23× 20 12.2 有

37× 29 28.8 有

28× 24 11.0 有

30× 28 21.8 有

23× 22 15,9 有

22× 25 16.3 有

24× 20 13.2 有

31× 24 21.2 有

33× 32 21,9 有 しまり写弓セヽ

38× 31 20.5

23× 21 26.5 有

22× 26 11.2 有

37× 32 24.4

PNO 径 (cm) 深さ(cm) 柱痕 備 考

40× 35 23.4

30× 20 15.ユ

30× 28 32.8

27× 25 22.8 有

27× 23 16.ユ 有

23× 22 13.ユ 有

30× 24 16.9 有

42× 37 20.2 有

43X35

30× 26 有

27× 24 18.3 有

40× 34 43.ユ 有 杭痕 ?

35× 28 36.1 有

34× 30 52.2

43× 28 15.5 有

49× 38 13.2 有

44× 41 21.7 有

44× 43 33.7 有

62× 42 50,9

48× 46 49。 3

43× 42 50,7 有

42X40 50.7 有

25× 23 しまり強い

26× 23 17.5

38× 32 10.2

52× 39 23.6 有

32× 30 19.6 有

37)(35 33.6 有 底に木片あり

27× 24 10.ユ

30× 24 17.8 柱痕に礫混入

28× 26 19.2

53× 50 63.7 有

46× 44 18.6

50× 38 19.8

44× 30 37.2
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4.遺構外出土遺物

遺構外からの出土遺物には土器、陶磁器、土製品、石器、古銭があるがいずれも量は少ない。

上器 (第23・ 24・ 26図・写真図版23～ 25)

いずれも平安時代の土器で68。 71・ 72は酸化炎焼成の郭で68は内黒処理、71・ 72は両面ロクロのみによ

る調整が施された土器である。底部の切り離し技法は68は切り離し後のナデ調整により不明、71は回転糸

切りによる。69。 70は還元炎焼成の郭で成形はロクロ、底部の切り離し技法は回転糸切りによる。73は還

元炎焼成の甕の口縁部破片で成形はロクロである。

陶磁器 (第24・ 26図・写真図版25)

47は R G01、 50。 53～ 60はいずれもR G03出上の陶磁器であるが、遺構本文中の説明がスペース上の都

合で不十分であったのでここで補足する。

47は 18～ 19世紀頃の肥前産磁器で染付鉢の破片である。50は東北在地産の陶器で橘鉢の破片で時期は19

世紀である。53・ 54の磁器はいずれも肥前産の染付碗で時期は53は18世紀、54は 18～ 19世紀頃と思われる。

19は産地不明の磁器片で器種は染付猪日、時期は19世紀前半と考えられる。56は肥前産の時期で器種は染

付瓶、時期は17世紀後半である。57は産地不明の磁器片で器種は四角形の染付皿、型打による製造技法で

ある。時期は19世紀中頃と思われる。58は19世紀頃の東北の在地性磁器で器種は色絵碗である。59は18世

紀後半～19世紀初頭の肥前産磁器の染付香炉と思われ、底部を蛇目高台に作っている。60は20世紀に生産

された磁器で口縁無釉の急須であり、遺構の時期はこれを根拠にした。

遺構外からは 7点を登録・記載した。74・ 75は中国産の磁器片で74は染付皿、75は白磁壼である。76は

陶器の茶壼片で、産地は不明である。77。 78は中国産の磁器片で77は青磁碗、78は青磁壼と思われる。79

は磁器で青磁壼の破片と思われ、中国産の可能性があるが詳細は不明である。80は中国産の磁器で青磁壼

破片と考えられる。

上製品 (第26図・写真図版25)

2点が出上した。詳細は不明であるが、近世～近代の遺物と考えられる。87は頭部が欠損し、88は頭部

のみ残存する人形である。

石器 (第26図・写真図版25)

IB9bグ リッド第Ⅲ層下から石鏃 1点が出土した。有茎の鏃で長さ2,7cm、 幅1.35cm、 厚さ0.45cm、
重量は0,95gでぁる。

古銭 (第26図・写真図版25)

古銭は 7点出上し、このうち遺構外から出土したのは 6点である。すべて銅銭で銭名は寛永通宝で85が

半分欠損している以外はほぼ完形品である。
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5.ま とめ

(1)遺構

今回調査を行ったのは第3次調査であるが、同時に行なわれた第4次調査区が本調査区の中に位置し、両調

査区に跨る遺構が多かったことから、遺構に関しては第4次調査区を含めて記載した。

竪穴住居跡

今回の調査で12棟が検出された。詳細は項目別にまとめた。

竪穴住居跡観察表

遺構名 位 置 形 状 規 模 主  軸 埋 土 重 複 関 係

R A01 I B10i 方形 366× 406 S-35° 一E 自然堆積を呈し、全体が黒色
の粘土

質上による構成である。

R A02 IB8C 338× 364 N-9° 一E 上
～中位は黒褐色上、下位は黒色土
による構成である。

R A03 ⅡBlg 296× 310 W-33°一N 上位は黒褐色土、中
～下位は黒色土

による構成である。

R A04 IB2f 正方形 330× 332 N-30° 一E 大半が黒色土よる構成である。
R A05 ⅡB2b 方形 278× 306 N-15° 一W 全体が粘土質の黒色上による構成である。 R G02に切られる。

R A06 IA6f 588× 613 W-33°一N 自然堆積、全体暗
～黒褐色土、下部に

黒色上が堆積している。

R A07 IA6i 9 390× ?
自然堆積、上～中位黒～黒褐色上、下
位に褐色上が堆積している。

R G07よ り古い。

R A08 IB3f 方形 315× 348 S-37° 一E 全体が黒色土で下位に黒褐色上を含んでいる。 R A10と 重複、R A10よ り新し▼
R A09 IA8f 592× 629 W-4°一N 削平で埋土観測出来ず
R A10 ⅡB3f 268× 278 W-9°一N 削平で大半が無いため黒褐色上のみである。 R A08と 重複、R A08よ り新し▼
R All IA7e 9 9 黒褐色土とにぶい黄褐色上が混合しているe R G06と 重複し、これより古ヽ

R A12 IAlj , 515× ? W-1°一S 自然堆積、大半が暗
～黒褐色土、下

位はにぶい黄褐色土に構成である。
R G07と 重複し、これより古い。

〈占地〉調査区北西部に大型住居1棟、南半東部に小型住居が占地している。大型住居の構築されている場所

は住居床面がシルトで南半東部の住居群の床面は礫層に当たる。またこれ以外の中型住居 (R A07、 R A12)

も調査区中央～北部に分布しており、土地の選択が行われた可能性が考えられる。

(平面形〉 R A04は正方形、他の住居も短辺と長辺の割合が10%未満でほぼ正方形を呈 している。

〈規模〉各住居跡の床面積の分布を表グラフに示した。最大はR A09で 37.23ポ、最小はR A10で 7.45na2、 平均値は

16.38m2で ぁる。平均値を越える住居跡は2棟で、ほとんどの住居跡が平均値より低い。

〈軸方向〉カマドを持つ壁と直交する線を軸線し、座標値との角度を軸方向としたのが表 2である。これを

みると、西にカマ ドを有するもの (I群・・ R A09・ R A10・ R All)、 南東にカマ ドを有するもの (Ⅱ

群・・R A01・ R A08)、 北西にカマドを有するもの (Ⅲ群・・R A03・ R A06)、 北にカマドを有するも

の (Ⅳ群・・ R A02・ R A04・ R A05)の まとまりがあるのが半Uる 。

(壁・床〉壁の立ち上がりはやや外傾するものと若千内湾ぎみに立ち上がるものとがある。壁の残存値は最

高42cm(R A06)、 最小はほとんど壁が判らないもの (R A09)で 削平の影響によるものである。床は大抵

平坦で、床土はにぶい黄褐色土で基本土層の第V層 と同じである。またR A01、 R A03、 R A04、 R A08、

R A10の 床面は小礫が散在し、凸凹となっているため、床に他の材を持ち込んで、これを敷いて生活を行っ

ていたものと思われる。

〈柱穴〉 R A09が 4基、R A12が 2基の柱穴を有する。他はない。

〈カマ ド〉 R A02以外で重複等により全体が判らないものを除いては、すべてにカマドを有する。構築場所

は I群は西壁中央部、Ⅱ群は南東の左側の共通性をもつことから、同じ時期に構築された住居跡と考えら

れる。
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堀 跡

今回検出した堀跡は 3条である。切り合いによる新旧関係からタト堀 (R G06)が最後に構築されたことが

判った。いずれも遺構は調査区タトヘと続くため、全容は明らかではないが、規模はR G06が南北71m、 上

端幅11,2～ 4.5m、 下端幅5.1～3.3m、 最深部は100cm、 R G07が南北50m、 上端幅470～ 360cm、 下端幅320

～240cm、 最深部は95cm、 R G08が東西70m、 上端幅590～ 400cm、 下端幅460～ 320cm、 西端部の深さは

52cmで堀の断面形はいずれも逆台形状でR G06の 外側壁は緩い立ち上がりとなっている。遺構からの出

土遺物はR G06の埋土中～下位から木片 2点、R G07の埋土中からロクロ成形の土師器片が数点出土して

いるが時期の確定には至らない。

土 坑
7基を検出した。形状はいずれも円 。楕円形を呈し、このうちR D03・ R D05～ 07は出土遺物から平安

時代の遺構と考えられるが、それ以外は不明である。

陥し穴状遺構

調査区北側で 2基検出した。形状はいずれも溝状を呈し、規模はR D08は 開口部の長軸172cm、 短軸31cm、

深さ30cm、 R D09は 開口部の長軸251cm、 短軸43cm、 深さ25cmである。周囲には微量ながら縄文土器、

石鏃も出土しており、縄文時代の遺構と考えられる。

溝状遺構

調査区南東部で 5条検出された。このうち出土遺物からR G01は平安時代、R G03は近世以降の溝跡と

考えられる。他は時期を確定できる状況で遺物が出土してないことから判別は出来なかった。

(2)遺物

今回の調査では遺構内外で大コンテナ 2箱分の遺物が出上した。内訳は遺構内からは主に平安時代の上

師器・須恵器の郭 。甕で遺構外からは陶磁器類が出土している。

(a)分類

分類に当たっては、近辺遺跡の報告書に掲載してある出土遺物の分類にならい、器種と焼成方法、調整

技法によって細分した。

器種には郭、高台付郭、甕、壼がある。

A群 :酸化炎焼成されているもの。 (土師器)

I類・・ 。内面にミガキ、黒色処理が施されるもの。

a種・・底部の切り離し技法が回転糸切りで、再調整が施されないもの。

b種・・切り離し後に再調整が施されるもの。

C種・ 。再調整のため切り離し技法が不明なもの。

Ⅱ類・・・内外面ともロクロ痕以外の調整をもたないもの。

a種・・底部の切り離し技法が回転糸切りのもの。

b種・・切り離し技法が不明なもの。
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B群 :還元炎焼成されているもの。 (須恵器)

I類・・・底部の切り離し技法が回転糸切りによるもの。

a種・・底部の切り離し技法が回転糸切りで、再調整が施されないもの。

b種・・切り離し後に再調整が施されるもの。

C種・・再調整のため切り離し技法が不明なもの。

く高台付杯〉    
‐

A群 :酸化炎焼成されているもの。

I類・・・内面にミガキ、黒色処理が施されているもの。

Ⅱ類・・・内外面ともロクロ痕以外の調整をもたないもの。

〈甕〉

A群 :酸化炎焼成されているもの。

I類・・・ロクロによって成形されているもの。

Ⅱ類・・・ロクロによって成形されないもの。

B群 :還元炎焼成されているもの。

(b)出土量の割合

器種は郭、高台付郭、秦が出土した。

郭は17点を実測、掲載した。A群 (酸化炎焼成)は 14点、B群 (還元炎焼成)は 3点である。各群における

出土数は、Att I類は 6点中、AIaが 2点、AICが 2点、底部欠損 2点、A群 Ⅱ類 8点中、AⅡ aが

4点、AⅡ bが 2点、底部久損 2点である。B群はIaが 3点である。

高台付杯はAⅡ が 1点のみ出上で、両面黒色処理が施されている。

萎は13点を実測、掲載した。A群は10点でロクロ成形が 4点、B群は 3点でロクロ成形が 2点である。

これらを遺構別にまとめたのが下記の表であるが、土器の絶対数が少ないため比較検討は難しい。

土器構成表 (RA出上)

遺 構 名
土  師  器 (A群 ) 須 恵 器 (B群 )

郭 甕 台イ1郭 郭 甕

Ⅱ Ⅱa Ⅱb I ] I Ⅱ Ib I Ⅱ

R A01 1 1

R A02 2 1

R A03 1 1 1 1 1 2

R A04

R A05 1 1

R A07 1 1

R A08 1 1

R A09 1

R A10 1 2

R A12 1 1
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(3)お わりに

今回の調査で向中野館跡第 3次調査区が平安時代の集落跡、中世の館弥の一部であることが確認された。

向中野館については『志和軍記』に、中世の時代、この地方を支配下においていた飯岡氏は、1184年 (文

治 5)、 源頼朝による奥州征伐に従軍し、功を立てて岩手郡の地頭職に補佐された工藤小次郎行光の末裔

と伝えられ、その支配領は「南は湯沢領から赤林村地頭赤林左衛門領まで及び、北は猪去館領、太田館領

を経て大釜館大釜奇衛領に至り、東は向中野館向中野金吾領を巡回して三木柳村地頭三木柳四郎衛門領に

達していた。」とある。また『飯岡山の今昔歴史』には「飯岡新殿には南館北館に東野文七居住して東の

押へとし」の記述がある (北館―東野文七、南館―向中野金吾)。 今回の調査で検出された堀跡は南北い

ずれかの館跡に伴う遺構である可能性が考えられ、今後の調査で更に詳しいことが明らかになるであろう。

く引用・参考文献〉
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向中野館跡第 3次

写 真 図 版



遺 跡 違 景

遺 跡 全 景

写真図版 1 空中写真
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写真図版 2 遺跡近景・基本土層
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RA01(平面 )

埋土断面 (N― S)

埋土断面 (W― E)

写真図版 3

-- 60

カマド煙道部・燃焼部 (断面・ E→ )

カマ ド (平面 ) カマ ド燃焼部 (断面 ,N→ )

RA01



RA02(平面 )

埋土断面 (W― E)

埋土断面 (N― S)

写真図版 4 RA02
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焼土遺構 (断面 )

焼土遺構 (平面 ) 遺物出土状況
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埋土断面 (N― S)

埋土断面 (W一 E)

カマ ド燃焼部 (断面 。S→ ) カマ ド燃焼部 (断面・ E→ )

カマ ド袖部～燃焼部 (断面) カマド煙道部 (断面)

写真図版 5 RA03
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RA04 (平面 )

写真図版 6 RA04

埋土断面

埋土断面 (N― S)

カマ ド煙道部 (断面 )

遺物出土状況 (煙出部 ) カマ ド燃焼部 (断面 )
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RA05(平面 )

埋土断面 (N― S)

カマ ド燃焼部 (断面 。S→ )

カマ ド (平面 ) カマ ド燃焼部 (断面 。W→ )



(平面 )

遺物出土状況

埋土断面 (N― S)

写真図版 8 RA07
遺物出土状況
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埋土断面 (E―W)

埋土断面 (N― S)

カマド煙道部～燃焼部 (断面)

写真図版 9 RA08
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RA09(平面 )

カマ ド (平面 ) カマ ド煙道部 (断面 )

写真図版10 RA09

土坑 (平面 )カマ ド袖部～燃焼部 (断面 )
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RA10(平面 )

埋土断面 (S― N)

埋土断面 (W― E)

カマ ド (平面 ) カマド煙道部 (断面)

写真図版1l RA10
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写真図版12 RA12

RA12(平面 )

埋土断面 (W― E)

カマ ド (平面 ) カマ ド袖部～燃焼部 (断面・ E→ )
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RD01(平 面 ) RD01(断面 )

RD02(平面 )

RD03(平面 ) RD03(断面 )

RD04(平面 ) RD04(断面 )

写真図版13 RD01～ 04
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RD05(平面 )

RD06(断面 )

RD07(断面 )

RD08(断面 )
写真図版14 RD05～ 09
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RD03(平面 ) RD09(平面 )

断面 (S― N)

写真図版15 RD08・ 09、 RE01
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RG03(平面 S→ )

RG03(断面 )

RG01・ 04(平面 ) RGO卜 04(断面 )
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RG06(北側・平面 )

RG06(中 央部断面)

写真図版17 RG06
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RG06(南側・平面 )

RG06(南側 。断面 )
写真図版18 RG06
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RG07(平面 )

RG08(平面 )

RG07(断面 )
写真図版19 RG07・ 08
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RA03

写真図版20 遺構内出土遺物 (RA01～ 03)
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写真図版21 遺構内出土遺物 (RA04・ 05。 07・ 08)
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RD05

写真図版22 遺構内出土遺物 (RA09・ 10・ 12、 RD01～ 03・ 05)
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写真図版23 遺構内出土遺物 (RD05～ 08、 RG01・ 02)
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写真図版24
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V.小幅遺跡第10次調査

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

盛岡市本宮字小幅88-1ほ か

盛岡市

盛岡南新都市土地区画整理

平成10年 8月 17日 ～10月 6日

529m2

529m2

L E16-2009・ OKH-98-10

溜 浩二郎・山口俊規

盛岡市教育委員会



1.遺跡の立地

小幅遺跡は東日本旅客鉄道仙北町駅より西約2.3kmに位置し、雫石川によって形成された標高125m前

後の河岸段丘上に立地している。調査区の現況は林檎園である。

2.基本土層

本遺跡は北側が若干標高が高いものの、ほぼ平坦の地形をしており、土層の堆積状況は調査区全体一様

である。よって024D-190グ リッドに深掘りをかけ、この南西面を基本土層とした。

第 Ia層 :10YR3/1黒褐色土 粘性なし
固くしまる(表土)             0-

第 Ib層 :10YR2/2黒褐色土 粘性なし

固くしまる 水酸化鉄粒多く含
む。

第Ⅱ層 :10YR2/2黒褐色土 粘性ややあ       _
り しまりあり(遺構検出面)

第Ⅲ層 :10YR3/3暗褐色土 粘性なし
しまりあり(地山)

卜  L=125。 300m 引

|(m)一
3.検出された遺構と遺物

R A019 竪穴住居跡 (正一R A032)

遺構 (第 2図 。写真図版 3・ 4)

第 1図 基本土層

〈検出状況・重複関係〉024D-10Sグ リッドに位置する。第Ⅱ層下で検出した。R A020と 重複するが、

撹乱の影響で新旧関係は曖味である。

(形状・規模〉形状は正方形を呈し、規模は368cm× 377cmで ある。床面積は約13.87412でぁる。主軸方向

はE-5°一Sである。

(埋土〉自然堆積で、全体が粘土質の黒色土で構成される。検出面から床面までの深さは 5～ 12cmで ある。

く壁 。床〉壁面は緩く内湾して立ち上がる。床は平坦で二次堆積焼土が 3ヶ 所に散在している。柱穴はな

Vゝ 。

(カマ ド〉東壁のやや北よりに位置する。残存状況はやや良で、袖部は地山と黒褐色土の混合上である。

煙道部は95cmの 長さをもつ。煙出し部は径50cmの 円形を呈している。

遺物 (第 11・ 12図・写真図版10。 11)

〈出土状況〉 1・ 2は酸化炎焼成の郭で 1は カマド袖部、 2は カマド燃焼部からの出土でいずれもロクロ

成形である。 1は ロクロによる調整のみで、底部は欠損している。 2は底面に切り離し技法による回転

糸切り痕を残す。 3～ 9は酸化炎焼成の土師器甕で 4。 6‐ 9がロクロ成形である。器形はいずれも胴

部に僅かな膨らみをもつがスマートである。器面内外の調整はナデを主し、外面は胴部下部にケズリに

よる調整を施したものもある。10。 11は還元炎焼成の奏でいずれものロクロ成形である。10は肩部にロ

クロ成形前の縦位の調整痕が視認できる。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。
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R A020 竪穴住居跡 (正→R A033)

遺構 (第 3図・写真図版 5)

く検出状況 。重複関係〉024D-10nグ リッドに位置し、第Ⅱ層下で検出した。R A019と 重複するが、撹

乱の影響で新旧関係は曖味である。またR A021と も重複関係にあり、これより古い。

(形状・規模〉形状は正方形を呈し、南北507cm、 東西は西壁面がR A0211こ 切られており不明である。

主軸方向はE-12°一Sである。床面積は残存部分で約17.76m2で ある。

(埋土〉埋土の大半は 2層の黒褐色土によって構成されているが、下部に一部黒色土が混入している。検

出面から床面までの深さは10～ 20cmで ある。また柱痕や木根痕などの撹乱が多い。

(壁・床面〉セヽずれもやや外傾して立ち上がり、床面は堅く平坦である。

(カ マ ド〉東壁の北よりに設けられ、煙道部は95cmの 長さで径63cmの 煙出し部である。燃焼部にはやや

掘り込んだ形跡がみられ、褐色焼土粒が 1%含まれるが明瞭な燃焼痕は無い。

(その他〉カマ ド脇に土坑が 1基ある。円形で規模は71× 72cm、 深さ71cmで埋土中から土器片が多く出

土しており貯蔵穴と思われる。

遺物 (第 12～ 14図・写真図版H・ 12)

〈出土状況〉12～ 29が出土した。19・ 20はカマド燃焼部、17・ 21は床面直上からの出土である。12～ 26は

いずれも酸化炎焼成の郭である。18は高台付郭で12～ 21は器面両面ロクロのみの調整で、12～ 17・ 19の

底面には切り離し技法による回転糸切り痕が残る。22～ 26は器面に黒色処理を22～ 24・ 26は内面、25は

両面に施している。27は酸化炎焼成の甕で非ロクロ成形、28。 29は還元炎焼成の奏の破片で28は非ロク

ロ成形で器面の調整は両面叩き目である。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。

R AO?1 竪穴住居跡 (正→R A034)

遺構 (第 4・ 5図・写真図版 6。 7)

(検出状況 。重複関係〉024D-1lnグ リッドに位置し、第Ⅱ層下で検出した。 R A020、 R A025と 重複関

係にあり、これらより古い時期の遺構である。

〈形状・規模〉形状は正方形で、規模は652cm× 693cmで ある。総床面積約45。 18m2でぁる。

(埋土〉上～中位は黒褐色土、下位は黒色土で構成されている。検出面から床面までの深さは 6cm、 埋

土中には小礫が多く含まれる。

(壁・床面〉壁は緩く内湾して立ち上がり、床面は平坦であるが北壁際の面には礫が多い。

(カ マド〉西に2カ所、北に1カ所、南に1カ所の計 4カ 所に煙道が残り、このうち 1号カマド西側 lヶ

所に燃焼痕が確認された。いずれも林檎の苗木を植えるために掘ったと思われる撹乱の影響で全体を把

握できないが、構造はいずれもなJり 貫き式で 1～ 3号カマドには燃焼痕が残る。

遺物 (第 14・ 15図 。写真図版13)

く出土状況〉30～37は酸化炎焼成の杯で、いずれも成形はロクロである。器面の調整は30～ 32はロクロの

み、33～37は内黒処理が施されて、底面には切り離し技法による回転糸切り痕をもつ。38・ 39は還元炎

焼成のロクロ成形の郭で39の底面には切り離し技法による糸切り痕が残る。401よ還元炎焼成、41～43は

酸化炎焼成の甕で41は煙出し部、43は床面直上からの出土である。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。
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第 5図 RA021(断面図)

R A025 竪穴住居跡 (正→R A038)

遺構 (第 6図・写真図版 8)

〈検出状況・重複関係〉024D-1lnグ リッドに位置し、第Ⅲ層で検出した。R A021と 重複関係にあり、

これより古い時期に属する遺構である。

(形状・規模〉 R A 021と 重複するため、定かではないが形状は正方形と推測される。規模は一辺536cm

で総床面積約31.03m2でぁる。

(埋土〉黒色上の単層で少量の褐色土を含む。検出面から床面までの深さは4～ 9cmで ある。

(壁〉壁は内湾ぎみに立ち上がる。

(床面〉床面は平坦であるが小礫による凹凸がある。

(カ マ ド〉カマ ドは西壁の中央部に設けられ、剣り貫きの構造で煙道部の長さは100cm、 煙出し部径は約

62cm、 煙道部の深さは68cmで ある。燃焼部の範囲は約100× 60cmで ある。

遺物 (第16図 。写真図版14)

く出土状況〉44は埋上下部から出土した酸化炎焼成の郭で内黒処理されており、底面には切り離し技法に

よる糸切り痕がある。45は還元炎焼成の奏の底部破片である。

時期 出土遺物から平安時代と考えられる。
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R G088 溝跡 (正一R G129)

遺構 (第 8図・写真図版 9)

〈位置 。重複関係〉024Dグ リッドの北部に位置する。R A023・ R A024・ R G089と 重複関係にある。R

A023・ R A024を切り、R G089に切られる。遺構はR G089地点を起点として東南東へと延び、撹乱に

より東端部は消滅している。

〈模模・形状 。方向〉規模は上端幅50～ 75cm、 下端幅25～ 50cm、 深さ30cmで全長約25mにわたって検出

された。断面形は鉢状を呈する。方向は西―東で東端部はR G089と重複し、これから西に直進し、西

端部の撹乱へと廷びている。低面両端の高低差は約14cmで ある。

(埋土〉上～中位は黒褐色土、下位は黒色土による構成である。

遺物 (第16図・写真図版14)

く出土状況〉46は酸化炎焼成の杯で成形はロクロ、底部の切り離し技法は回転糸切りである。

時期 出土遺物から平安時代の可能性があるが詳細は不明である。

R Z018 柱穴群 (正→R Z022)

遺構 (第 9図 )

〈位置〉調査区中央～南部に散在する柱穴状土坑を111基登録、記載した。

CE夢 1〉 111基のうち規則性をもつのはP84～ P94が 2間 ×3間の建物跡の構造をとっており、規模は3.4

×4.5m、 延床面積約15.3m2の 直屋であり、桁行きの軸方向はN-2°一Eである。他ではP52～ P55。

P56～ P59が柱穴列を成している。他にも規則性をもつ配列があると思われるが、点在する現代の撹乱

(植苗痕)に よって消滅した柱穴群が調査区西側に続くことから、その結果を観て全仏を把握し、検討す

る必要がある。

遺物 なし。
時期 明確に時期を知り得る資料はないが、周辺からの出土遺物により、近世以降の遺構と考えられる。
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第16図 遺構内出上遺物 (RA025、 RG088)

4.遺構外出上遺物

陶磁器 (第16図・写真図版15)

47～49はいずれも美濃産の陶器皿で釉薬には灰釉が使われている。49は内面に丸のみによる削ぎが菊花

状に施された折縁菊皿で、16世紀後半のものである。

50は大堀相馬産陶器で器種は仏飯器、釉薬には灰釉が使用されている。時期は18世紀である。

51～ 53はいずれも唐津産陶器で器種は51・ 52は皿、53は碗である。51の胎土は目積みで白濁の釉が使用

されている。時期は51が16世紀末、52・ 53が16世紀末～17世紀初頭である。54は 17世紀後半の肥前産磁器

で染付碗である。55は肥前産の陶器で器種は碗、時期は18世紀前半である。56～ 58は肥前産磁器で器種は

56・ 58は染付皿、57は染付碗である。時期は56が18世紀前半、57が18世紀、58が19世紀と思われる。59は

産地不明の陶器で20世紀に属するものである。
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5.ま とめ

(1)遺構

竪穴住居跡

く住居〉今回の調査で検出された平安時代の竪穴住居跡は4棟で、これらは重複している。遺構別の詳細

は下の観察表に記した。

竪穴住居跡観察表

遺構名 位 置 形 状 規模(cm) 主  軸 総床面積 埋  土 重 複 関 係

R A019 024D-10s 正方形 368× 377 E-5°―S 13.87m2
自然堆積を呈し、全体が黒色の

粘土質土で構成されている。

RA020と 重複するが,撹乱のため

新旧関係は不明である。

R A020 024D-1lg 507X? E-12°―S (17,76)m2
上～中位は黒褐色上、下位は黒

色土による構成である。
RA021と 重複し、これより古い。

R A021 024D-11■ 652X693 45,18m2
位

土

上

色

ま黒褐色上、中～下位は黒

こよる構成である。

RA020、 RA025と 重複し、これよ

り新しい。

R A025 024D-11■ 580× 535 W-10°―N 31.20m2
自然堆積、上～中位黒～黒褐色

土、下位に褐色土
RA021と 重複し、これより古い

〈カマド〉

カマドの芯材にはR A019。 R A020は壁からの削り出し+持ち込みの土や土器片による補強で、RA
021は カマ ドの構築跡が 4カ所にあったが 1・ 4号カマ ドは袖が残つておらず、 2号カマドは壁からの

削り出し、 3号カマドは袖は残っておらず芯材の一部に使用されたと思われる礫が 1点あった。

溝状遺構

R A088の 1条である。方向は西―東で西端は第11次調査区から始まり、撹乱によって消滅する。出

土遺物は平安時代に属する酸化炎焼成の郭が 1点であるが、流れ込みの可能性も考えられ、時期の判断

はできない。

(2)遺物

今回の調査では遺構内外で大コンテナ 2箱分の遺物が出土した。内訳は遺構内からは主に平安時代の

土師器・須恵器の郭・甕で遺構外からは陶磁器類が出土している。

(a)分類

分類に当たっては、これまでの本遺跡出土遺物の分類にならい、器種と焼成方法、調整技法によつて

細分した。

器種には杯、高台付郭、甕、重がある。

A群 :酸化炎焼成されているもの。 (土師器)

I類・・・内面にミガキ、黒色処理が施されるもの。

a種・・底部の切り離し技法が回転糸切 りで、再調整が施されないもの。

b種・・切 り離し後に再調整が施されるもの。

C種・・再調整のため切り離し技法が不明なもの。

Ⅱ類・・・内外面ともロクロ痕以外の調整をもたないもの。

a種・・底部の切り離し技法が回転糸切りのもの。
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b種・・切り離し技法が不明なもの。

B群 :還元炎焼成されているもの。 (須恵器)

I類・・・底部の切り離し技法が回転糸切りによるもの。

a種・・底部の切り離し技法が回転糸切りで、再調整が施されないもの。

b種・・切り離し後に再調整が施されるもの。

C種・・再調整のため切り離し技法が不明なもの。

(高台付lTh〉

A群 :酸化炎焼成されているもの。

I類・・・内面にミガキ、黒色処理が施されているもの。

Ⅱ類・・・内外面ともロクロ痕以外の調整をもたないもの。

〈甕〉

A群 :酸化炎焼成されているもの。

I類・・・ロクロによつて成形されているもの。

Ⅱ類・・・ロクロによって成形されないもの。

B群 :遠元炎焼成されているもの。

(b)出土量の割合

器種は郭、高台付イ、甕が出土した。

郭は28点を実測、掲載した。A群 (酸化炎焼成)|ま 26点、B群 (還元炎焼成)は 2点である。各群におけ

る出土数は、Att I類は12点中、AIa9′点、AICl点 、底部欠損 2点、Att H類 14′点中、AⅡ a9

点、AⅡ bl点、底部欠損 2点である。B群はIaが 1点、底部欠損が 1点である。

高台付郭は 1点でAⅡ が 1点のみの出上である。

甕は17点を実測、掲載した。A群は11点でロクロ成形が 4点、B群は 6点でロクロ成形が 4点である。

(C)都の分析

表にはR A020と R A021か ら出土したAIaと AHaの 回径・器高、底径・器高の分散図を示した。
なお作図には反転実測による推定値は取り上げていない。

表からAIaの 器高は3.5～ 6.4cm、 口径は12.3～ 16。 3cm、 底径は4.5～ 6.Ocm、 AHaの 器高は3.8
～4.6cm、 日径は12.2～ 15,Ocm、 底径は5,0～ 6.Ocmの 範疇にあり、これを見る限り、AIaは サンプ
ルの少なさもあり分散傾向にあり、AHaは ぁる程度の分布域に納まっている。
また遺構別でも器高はほぼ同じであるがR A021出 土のAIa、 AⅡ aの方が口径、底径ともにやや

大きいのが表から読みとれる。
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3.おわりに

今回の調査で小幅遺跡第10次調査区が平安時代の集落跡であることが確認された。これまでの刀ヽ幅遺跡

の調査のなかでも比較的新しい時期 (9世紀後半～10世紀前半)に属すると思われる。また、出土遺物や建

物跡 (柱穴群)な どから、中世～近世、現代に至るまで生活の場として断続的に利用されていたと考えられ

る。今後、これまで行われた小幅遺跡の発掘調査報告や周辺遺跡との比較検討によつて、この地域におけ

る遺構 。遺物等の変遷や時期ごとの特徴がより詳細に判明すると思われる。

く参考・引用文献〉

岩手県企画開発室 (1974)『北上川系開発地域土地分類基本調査一日詰―』

岩手県文化振興事業団(1994)『小幅第 2次発掘調査報告書』

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第244集

岩手県文化振興事業団(1995)『小幅第 4次発掘調査報告書』

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第265集

岩手県文化振興事業団(1998)『大宮北・本官熊堂A遺跡発掘調査報告書』

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第281集

岩手県文化振興事業団 (1999)『本宮熊堂B遺跡第 5次・鬼柳A遺跡第 4次発掘調査報告書』

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第308集

岩手県文化振興事業国(1998)『小幅第 5次 。第 7次発掘調査報告書』

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第267集

高橋信雄・小田野哲憲・熊谷常正 (1982) 「岩手の土器」岩手県立博物館

人木光則 (1992)古代斯波郡と爾薩体の土器様相 第18回古代城lth官 遺跡検討会
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小 幅 遺 跡 第 10次

写 真 図 版



遺 跡 遠 景

遺 跡 近 景

写真図版 1 空中写真
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基 本 土 層

写真図版 2 遺跡近景・基本土層
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RA019(平 面 )

埋土断面 (N― S)

埋土断面 (W― E)

カマ ド (平面 )
写真図版 3 RA019
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遺物出土状況



カマ ド煙道部 (断面) 遺物出土状況

カマ ド燃焼部 (断面 。W→ ) カマ ド燃焼部 (断面・ N→ )

カマ ド袖～燃焼部 1号焼土 (断面 )

3号焼土 (断面 )

写真図版 4 RA019
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RA020(平面 )

埋土断面 (N― S)

袖・燃焼部 (断面)

土坑 (断面 ) 遺物出土状況

写真図版 5 RA020
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RA021(平面 )

埋土断面 (N― S)

埋土断面 (W― E)

1号カマ ド (平面 ) 1号カマ ド袖・燃焼部 (断面 )

写真図版6 RA021
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2号カマ ド (平面 ) 2号カマ ド燃焼部 ?(断面 )

3号カマ ド (平面 )

4号カマ ド (平面 ) 4号カマド煙道部 (断面)

写真図版

遺物出土状況
7 RA021

遺物出土状況
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簿 |

RA025(平面 )

埋土断面 (E―W)

カマ ド (平面 ) 燃焼部 (断面 )

写真図版 8 RA025

-117-



RG088 (平面 )

RG088(断面)
写真図版 9 RG088
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RA019

写真図版10 遺構内出土遺物(RA019)
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RA019

16

RA020

遺構内出土遺物 (RA019・ 020)
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写真図版12 遺構内出土遺物 (RA020)
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写真図版13 遺構内出土遺物 (RA021)
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な遺 構 主 な遺 物 特 記 事 項

向中野館跡

第3次調査

小幅遺跡

第10次調査

集落跡

館跡

集落跡

平安時代

中世

平安時代

竪穴住居跡  10棟
土坑     9基
堀跡     3条
溝状遺構   5条

竪穴住居跡  4棟
溝状遺構   1条

土師器

須恵器

胸磁器

古銭

石鏃

土師器

須恵器

陶磁器

向中野館に伴うと思われる

堀跡を検出

9世紀後半～10世紀前半の

集落跡

報 告 書 抄 録
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本 多 準一郎
中 村 直 美
九 山 浩 治

佐 藤 綾 子

平   めぐみ
北 田   勲
江 藤   教
小 林 弘 卓

小 原 広 幸

嘱   託
//

ク

〔調査第二調

課   長

課 長 補 佐

主任文化財
専門調査員
がこ 化  員オ
専門調査員

//

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

//

//

ク

珍

//

//

ク

ク

期  限 付
専 門 職 員

ク

ク

藤 島 恵 子

新 田 ト ヨ

佐々木 光 重

高橋 典右衛門
中 川 重 紀
高 橋 義 介

古 舘 貞 身

阿 部 員 澄

松 尾 芳 幸

小 原 員 一

工 藤   徹
前 田   稔
金 子 佐知子
岩 測   計
早 坂   悟
佐々木   務
晴 山 雅 光

星   雅 之
佐々木   琢
杉 沢 昭太郎
溜   浩二郎
】ヒ 村 忠 昭
金 子 昭 彦

鈴 木   聡
平 澤 里 香

布 谷 義 彦

山 口 俊 規

熊 谷 佳 恵

吉 田 里 和

藤 原 賢 徳

吉 ナII  徹

ク

ク

ク

ク

ク
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